
申込資格　　　歯科医師・歯科衛生士・歯科技工士、歯科助手・受付などのスタッフ

申込方法　　　参加申込書にご記入の上、研修会係宛にFAXしてください。届き次第受付通知をお送りしご入金を確認し
　　　　　　　　　 正式申込みとなります。（なお、定員がありますので、受付通知をお送りできない場合があります）

研修会 審査費　15,000円（費用には、昼食代と当日行われる認定審査を含む）
認定登録料　　  6,000円（有効期間5年・本学会会員の方は、認定登録料は免除）

研修会 ５時間 (９月初旬頃開催)
 ・歯科治療で改善できる歯並び、歯並びの基礎などを講演形式にて研修

審査(研修会後５０分間)
 ・研修内容から、4肢択一式テストを実施

発表
 ・

登録(有効期限５年)登録(有効期限５年)
 ・合格者には、登録後認定証と認定バッジを送付。 

 　※認定登録料が必要です

歯科医師

認定医*本学会5年以上継続在籍

臨床指導医*認定医取得後2年以上

総合指導医*臨床指導医取得後2年以上

歯科衛生士

認定矯正歯科衛生士2級

2級更新(5年経過)後、資格審査を受ける
認定矯正歯科衛生士1級

歯科技工士

認定矯正歯科技工士2級

2級更新(5年経過)後、資格審査を受ける
認定矯正歯科技工士1級

歯並びコーディネーター

各種認定制度の紹介

　・学術大会　　　 　　歯科矯正学について、国内外の著名な方々をお招きした講演、学術・症例展示のほか、　
　　(年1回・6月開催)　 コ・デンタル学術講演、テーブル・ディスカッションなど、歯科医師を中心に広く医院チーム
　　　　　　　　　　　 スタッフにとっても有意義な内容となっています。
　・セミナー（年2回）　さまざまな治療アプローチをテーマに、先進的な治療法を実践されている講師によるセミナーを
　　　　　　　　　　　 開催しています。
　・その他　　　　　　 学会誌発刊(年2回)や、矯正歯科治療に関連する書籍の発行、資格取得・矯正歯科技術を
　　　　　　　　　　　 習得したい方のための認定医研修プログラム開講等、矯正歯科治療の普及のため　　　　　　　　　　　 習得したい方のための認定医研修プログラム開講等、矯正歯科治療の普及のため
　　　　　　　　　　　 さまざまな広報活動などを行っています。

主な活動内容

日本成人矯正歯科学会は、特に成人の矯正歯科医療に関する学術の向上と、技術の

進歩・発展をめざし、1993年に発足しました。成人における矯正歯科治療は

矯正歯科学のみならず学際的・包括的な医学知識ならびに医療技術が必要となります。

本学会は、成人の矯正歯科医療の高度な水準の維持と向上に努め、国民の皆さまに

最適な医療を提供するため、積極的に活動しています。

Japan Association of Adult Orthodontics

日本成人矯正歯科学会
特定非営利活動法人


